
公認審判員及び競技者の皆様へ 

                     新潟支部バドミントン協会 審判委員会 

  日本バドミントン協会  

「2022～2023BADOMINTON 競技規則（諸規定集）」における変更・確認点のお知らせ 

 抜粋です。 

 細かな点は、「2022～2023 BADOMINTON 競技規則（諸規定集）」（日本ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

 協会発行：通称赤本 1 冊 1000 円）をご覧下さい。 

 解説付きでわかりやすい３級・準３級向けの「公認審判員資格検定会講習会ルール 

 教本」（日本バドミントン協会発行：通称緑本 1 冊 600 円）もございます。 

  

※購入希望の方は、新潟支部バドミントン協会ＨＰに案内がありますので、お申込みください。 

 

以下、変更・確認点 

重要な部分のみ、載せてあります。下線部・囲み線部にご注意ください。 

 

「競技規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不品行な振舞いが、振舞いに変更されました。 

アドバイスができる時間が特定されましたが、プレーの遅延は認められません。 

インプレーとは、サービスが始まってラリーが終わるまで。第１５条参照 

２０２２年度版 



     

 

 

 

 

 

    

 

 

 

「審判用語」国際大会と同じコールになるように  

 

   

警告 イエローカード 

インターバル  

遅延行為      

コートを離れる      

シャトルに手を加

える          

不適切な態度言動 

不品行または不快

な行動 

イエローカード 

レッドカード 

程度によっては、一発フォルト（レッドカード）もあり得るが、

判断に迷うときは、レフェリーを呼んで確認するとよい。 

インターバルの

遅刻は、一発フ

ォ ル ト で は な

く、警告（イエロ

ーカード）から

になりました。 

程度によっては

一 発 フ ォ ル ト

（ レ ッ ド カ ー

ド）になる場合

もあります。 

プレーヤーの遅延行為における主要因が、コーチによってもたらされていると主審が

判断したときは、レフェリーを呼ぶ。 



   

     

   

   

 



 サービスに関連して 

 

  サービスジャッジがサービスフォルトをとった場合に主審がするコール 

 

 

 

 

 

  主審がサーバーのフォルトをとった場合の主審コール 

 

「フォルト トゥハイ」 

「フォルト コンティニュアスモーション」 

「フォルト ベイスオブシャトル」 

  「フォルト シャトルミスト」 

 

 

 

 

シャトル全体が 1.15ｍ以下でない 

ラインクロス・足が動いた 

ラケットの前方への動きが継続されていない 

シャトルの台を打っていない 

サービスを不当に遅らせた 

シャトルを打ちそこなった 

サーバーとレシーバーの両方がフォルトをした 



主審がサーバーあるいはレシーバーあるいは両方のフォルトをとった場合の 

主審コール 

 

 

  「フォルト プレー ア レット」 

 

 

 



「公認審判員規程」 

第５条  

第２項 マッチ開始前（競技区域内） 

練習時間の測定方法について 

    

※ 練習時間という括りではなく、ウォームアップ時間という括りになった。 

  ウォームアップ時間の確認と選手への周知が必要。 

 

   

     ※ マッチ中、１度だけスプレーを使用した処置をすることができるように 

なりました。（インターバルを除く） 

 

     第 16 項 振舞い 

   
   ※ マッチ前・マッチ後の振る舞いも、警告（イエローカード）・フォルト

（レッドカード）・失格（ブラックカード）の対象となる。 

対応はマッチ中と同じ。 

  



「大会運営規程」   

     

※ プレーヤーと同一の上衣及びチームユニフォーム等を着用する場合は、 

コーチも、対象になります。 

※ ウェア（上衣）前面・背面上のプレーヤー名・チーム名・スポンサー名・ 

       都道府県名等の表示や文字の大きさ・ウェア（下衣）のロゴの数などの 

       取り決めに注意。 

       必ず、大会要項や連盟の取り決めを確認してください。 

 

   
  

関連して、「公認審判員規程 第５条 １２項（８） 

    

     ※ ウェア（上衣）前面・背面上のプレーヤー名・チーム名・スポンサー名・ 

       都道府県名等の表示や文字の大きさ・ウェア（下衣）のロゴの数などの 

       取り決めに注意。 

       必ず、大会要項や連盟の取り決めを確認してください。 

     ※ プレーヤーはマッチにふさわしい服装（審査合格品）で。 

     ※ コーチはコーチにふさわしい服装であり、プレーヤーにふさわしい服装で

はないので、審査合格品を着ていればよいとはならない。 

     ※ 七分丈の長ズボンはレフェリー判断とするが、基本的には認められない。 

       バミューダやショートパンツ・ジャージ等も認められない。 

       Ｔシャツは認められないが、チームＴシャツ・当該年度の大会記念Ｔシャ

ツ・チームユニフォームは、認められている。 

 

 

 

 

 

 

 


